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	　 　 (1)　基礎配筋の欠陥について、①調停委員会の｢軽微な瑕疵｣との意見や、②被告の｢あと施工アンカー｣による補修可能との主張を排除し、解体・建替判決を言い渡した。
	　 　 (2)  被告らに契約責任に加え不法行為にも該当するとして慰謝料・弁護士費用も認める一方、居住利益控除は否定した。
	　 　 (1)  依頼者が雨漏りと外壁の施工不良(サイディングの孕み)とともに２階の床傾斜も指摘していたが、当初、基礎欠陥を発見できず、訴状では基礎欠陥の疑義の指摘にとどまった。但し、ベタ基礎からの設計変更が
	　 　 　この基礎欠陥の問題が訴訟を長引かせる主要因になった。
	　 　 (2)  上記の訴え変更の点に加え、付調停手続、裁判所鑑定とそれに対する補充鑑定申立などなど、種々の展開があり、その都度の対応を迫られたために非常に長引いた。
	　 　 【訴訟経過】
	　 　 H18.10.23　訴訟提起：基礎の設計変更と床傾斜を指摘し、構造欠陥の疑義を指摘。
	　 　 　 その後、基礎の破壊調査により、転がし配筋や車庫部分の基礎梁・スラブの欠如を発見。
	　 　 H19. 8.21(第６回) 請求拡張申立：解体・建替費用相当の損害賠償を請求。
	　 　 H20. 5.13(第11回) 基礎施工業者が補助参加。
	　 　 H20. 9.25(第13回) 付調停手続に：同一部係属の欠陥住宅訴訟3件がすべて付調停に。
	　 　 H21. 1.13(第15回) 現場進行協議・現場調停。被告が1階床の傾斜をレーザー墨出し機で測定。
	　 　 H21. 3.11(第16回) 調停委員案(1)：440万円提案。「1階床傾斜は1/1000未満で告示から問題なし」。
	　 　 　　　　　　　　　壁量不足は「木４ゆえ構造計算が成立しない。倒壊の現実的危険なし」。
	　 　 H21. 5.27(第17回) 追加調査結果を提出し、徹底した調停委員案批判の準備書面を提出。
	　 　 　　　　　　　　　　　　　　「この主張・立証を見ても、調停案が当方請求内容にならないなら不調に」
	　 　 H21. 7. 6(期日間) 調停委員案(2)：基礎補修のため240万円を加算。
	　 　 H21. 8.24(第18回)
	　 　 H21.10.28(第19回)
	　 　 　　その後、鑑定人選任や鑑定事項を巡る応酬あり。鑑定人候補者の病気による交代もあり。
	　 　 H22.12.22(第25回)
	　 　 H23. 3. 7(第26回)
	　 　 H23. 4.28(第27回) 被告から補充鑑定の申出とともに、居住利益控除を主張する準備書面。
	　 　           H23. 6. 9(第28回) 鑑定人から補充鑑定書が提出。当方から居住利益控除論に対する反論書面。
	　 　 なお、居住利益控除論に対する反論準備書面の記述(骨子)は、第22回仙台大会資料4-7、第23回岐阜大会資料5-2に掲載した書面をベースにしているので、
	　 　 そちらを参照されたい。
	　 　 (居住利益控除論に対する準備書面の末尾)
	　 　 最後に
	　 　 　なお、このような居住利益控除については、従前、被告らから一切主張されていなかった。
	　 　 　ところが、平成２２年１２月１日付鑑定報告書が提出された直後の同月２２日の弁論準備期日におい
	　 　 て裁判所(瀧華裁判官ら)が突然に「居住利益控除も考えられる」などと発言したうえ、平成２３年３月
	　 　 ７日の弁論準備期日には「居住利益控除が本件の最大の争点と考えている」とまで発言した。この時点
	　 　 でも、被告らから居住利益控除は一切主張されておらず、争点などではなかったのである。
	　 　 　しかし、この裁判所の発言を受けて、被告らが平成２３年４月１３日付準備書面(７)において居住利
	　 　 益控除を主張するに至ったものである。
	　 　 　上記のような裁判所の発言は、民事訴訟法における弁論主義の原則を逸脱した不当な訴訟指揮である
	　 　 と言わざるを得ない。
	　 　 　裁判所におかれては、法に則って公平・適正な訴訟指揮を行って頂きたく、強く要望するものである。
	　 　 H23.12. 6(第31回) 人証調べ期日。
	　 　 H23.12. 7(期日間) 鑑定補充書提出。
	　 　 H24. 4.27(第33回) 弁論終結。
	　 　 H24. 7.20　　　　 判決言い渡し。
	　 　 (1)  裁判所や調停委員会が当方に不利益・不当な心証を抱いていることがわかった場合には、徹底的に主張・立証する必要がある。
	　 　 　訴訟が長期化した経緯については反省すべき点も多いが、他方で、安易に流されず徹底的に訴訟活動を行う重要性を改めて実感した事件でもある。
	　 　 (2)　ほぼ９割認容の勝訴判決であったため判決確定を希望していたが、被告らから控訴がなされたため、当方も若干減額された損害算定に関して附帯控訴している。



